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【課題の概要】 

 本研究は、モード分岐が多いために目標とする形状に折りに

くい折り紙に切り紙の構造を組み合わせることで、新たな学問

の創出を狙ったものである。研究計画は、切り紙構造が誘起す

る折り紙構造の数理モデル、デバイス製作、社会実装の３段階

により構成されている。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 本研究は、折り紙と切り紙の融合的導入を可能とする数理モ

デルの構築とそのデバイス応用への展開を図る点に新規性が認

められ、また新たな学理創出につながる可能性が高い。さらに、

フレキシブルデバイスなどの工学的な応用にもつながる可能性

がある。また、研究組織はこの分野に実績がある若手研究者で

構成されており、研究成果が期待できる。 

 


